
地域未来戦略の進め方等 

 

１．趣 旨  

地方が持つ伸び代を活かし、国民の暮らしと安全を守るため、 

⚫ 地域ごとの産業クラスターを、その実現に必要なインフラ整備と一体的

に全国各地に整備し、世界をリードする技術・ビジネスを創出する。 

⚫ 地場産業の付加価値向上と販路開拓を強力に支援する。 

 

２．進め方  
 
⚫ 以下に掲げる検討課題について、関係副大臣等会議で議論。 

⚫ 来年５月頃を目途に、政策パッケージを取りまとめ。 

 

３．検討課題  
 
（１） 地域ごとの戦略産業クラスター形成 

・ 地方に大規模な投資を呼び込むことが期待される分野 

・ 念頭に置くエリアやその地理的な広がり 

・ クラスターを形成する上で必要となるインフラの考え方     等 

⇒ 上記を踏まえ、地域のコミットメントを得ながら、知事とも

連携しつつ、地域ごとの計画を策定。 

 

（２）地場産業の成長 

・ 国の支援施策の整理（販路開拓支援など） 

・ 成長支援を行うために追加すべき施策の検討 

・ 各都道府県における成長プラン策定の支援（伴走支援など）   等 

⇒ 上記を踏まえ、知事主導で各都道府県の地場産業の成長プランを

策定。 

 

（３）上記を実現するための手段 

①  大胆な投資促進策と一体のインフラ整備 

・ 地域ごとの投資・インフラ等を可視化し、必要な措置を検討 

・ 産業用地の確保促進                     等 

 

②  地域産業のエコシステム形成 

・ 中堅・中小企業の投資・ビジネス展開支援 

・ 地域におけるイノベーション創出の仕組みづくり 

・ 地域経済を支える人材の確保・育成に向けた取組 

・ 産業の担い手の確保に向けたエッセンシャルサービスの維持向上 等 
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「地域未来戦略」で取り組む内容

（所信演説）“地域を超えたビジネス展開を図る中堅企業を支援し、大胆な投資促進策とインフラ整備を一体的に講ずることで、地方に大規模な投資を呼び込み、地域ごとに

産業クラスターを戦略的に形成していくことで、「地域未来戦略」を推進します。”

地域ごとに産業クラスターを戦略的に形成するとともに、地場産業の付加価値向上と販路開拓を強力に支援

①成長投資促進策と一体のインフラ整備

○成長投資の促進
・成長投資促進策の検討

【日本成長戦略会議で議論】

○中堅・中小企業の投資・ビジネス展開
・中堅・中小等の大規模設備投資への支援

・地域経済全体を底上げする100億企業の創出

・地域を支える中小・小規模事業者の持続的な発展に
向けた支援

・地域波及効果の高い企業への重点支援
○投資と一体での関連インフラ整備・人材育成
・地域毎の投資・インフラ・人材需要を可視化し、必要な措置を検討

○地域イノベーション支援
・地方大学発、高専発スタートアップの創出・成長

支援

・地方大学や産総研の産官学連携拠点整備※ 別の会議体を中心に検討される予定。

地域ごとに戦略産業クラスター計画を策定

地域未来戦略

○GX産業立地
・「GX戦略地域」を選定し、

支援と規制・制度改革を
一体的に措置
【GX実行会議WGで議論】 

※ 日本成長戦略会議で挙げた戦略分野を中心に、地域のコミットメントを得ながら、知事とも連携し策定。

知事主導で
各都道府県における地場産業の成長プランを策定

国内投資・立地促進に向け法制的な措置を検討

②地域産業のエコシステム形成

○産業用地の確保促進（集積立地の促進）
・産業用地整備に関する金融措置等の検討

・規制見直し（緑地規制、工業用水等）に係る検討

○エッセンシャルサービスの維持向上
・産業の担い手の確保のため､生活関連サービス
供給の持続化の支援枠組みの創設を検討

○人材育成・確保支援
・大企業人材の活用促進（レビキャリ等）

・地域一体での人材育成・確保


	02-4 （参考資料１）地域未来戦略の検討課題
	02-5 （参考資料１の参考資料）地域未来戦略の検討課題
	スライド 0


